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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
特
に
ド
イ
ツ
の
農
村
部
に
あ
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
力
が
予
想

外
に
強
い
こ
と
を
筆
者
は
見
出
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
ド
イ
ツ
緑
の
党
は
、
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
は
政
権
与
党
と
し
て
の
実
績
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
。
た
と
え

ば
、
ド
イ
ツ
第
三
の
州
と
も
い
え
る
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に
あ
っ
て
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
州

議
会
選
挙
で
第
一
党
と
な
り
、
ド
イ
ツ
で
は
じ
め
て
緑
の
党
か
ら
州
首
相
Ｗ
・
ク
レ
ッ
チ
マ
ン
氏
を
選
出
し

た
。
二
〇
一
六
年
と
二
〇
二
一
年
の
選
挙
で
も
勝
利
し
、
同
氏
は
州
首
相
を
三
期
に
わ
た
り
続
投
し
て
い
る
。
同

州
緑
の
党
は
、
三
期
に
わ
た
り
第
一
党
、
政
権
与
党
、
州
首
相
と
い
っ
た
輝
か
し
い
実
績
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
欧
州
難
民
危
機
を
一
つ
の
発
端
と
し
て
、
難
民
排
斥
を
主
張
す
る
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
（
Ａ

ｆ
Ｄ
）
が
特
に
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
で
勢
力
を
増
大
（
ザ
ク
セ
ン
州
は
二
〇
一
九
年
に
第
二
党
）
し
て
い
る
最
中
に
あ
っ
て
、

バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
緑
の
党
が
二
〇
二
一
年
選
挙
で
も
引
き
続
き
第
一
党
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
点
は
、
同
党
の
政
治
が
支
持
さ
れ
、
ま
た
同
党
の
政
治
を
人
々
が
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
バ
ー

デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
動
き
は
、
緑
の
党
の
政
権
与
党
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
促
進
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
ド
イ
ツ
全
体
で
の
同
党
の
躍
進
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

世
界
的
動
向
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
九
月

末
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
に
お
い
て
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、「
わ
れ
わ
れ
の

世
界
を
変
革
す
る
―
―
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
―
―
」（
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
採
択

さ
れ
た
。「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
」
や
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
」
で
地
球
温
暖
化
対
策
に
積
極
的
で
な
い
と
し
て
「
化
石
賞
」
を
受
賞

し
て
い
る
の
が
日
本
の
現
状
で
も
あ
り
、
火
力
発
電
に
依
然
と
し
て
頼
ろ
う
と
し
て
い
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

ま
え
が
き

　

本
書
は
、
保
守
的
な
地
域
に
お
け
る
環
境
運
動
、
キ
リ
ス
ト
教
の
環
境
思
想
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
、
大
学
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
っ
た
視
点
か
ら
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
の
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
日
本
に
お
い

て
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
あ
た
っ
て
の
手
が
か
り
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
時
の
福
島
原
発
事
故
後
に
、
ド
イ
ツ
政
府
は
「
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
た
め

の
倫
理
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
に
対
す
る
答
申
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
と
欧
州
文
化
か

ら
、
自
然
に
対
す
る
人
間
の
義
務
が
導
き
出
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
が
明
示
さ
れ
た
あ

と
に
、「
将
来
世
代
」
に
対
す
る
責
任
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
読
む
こ
と
で
、
こ
の
答
申
の
理
解
が
深
ま

る
は
ず
で
あ
る
。

　

筆
者
が
、
ド
イ
ツ
の
環
境
運
動
に
関
し
文
化
的
理
念
に
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
緑
の
党
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
革
新
政
党
と
い
わ
れ
る
緑
の
党
に
あ
っ
て
、
穏
健
で
保
守
的
な

特
徴
が
同
州
緑
の
党
に
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お

ら
ず
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
を
感
じ
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
始

し
た
。
そ
の
成
果
は
拙
著
『
緑
の
党
政
権
の
誕
生
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
三
）
で
ま
と
め
た
が
、
そ
の
後
、
同
書
で

得
た
分
析
枠
組
み
が
、
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
研
究
で
も
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
着
想
を
得
た
。
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そ
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理
念
　
　
　
も
く
じ

世
界
的
に
み
て
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
原
子
力
大
国
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
風
力
発
電
に
は
力
を
入
れ
て

お
り
、
二
〇
一
七
年
末
の
時
点
で
累
積
導
入
量
は
日
本
の
四
倍
あ
る
（
日
本
は
三
四
〇
〇
Ｍ
Ｗ
で
一
九
位
、
フ
ラ
ン
ス
は

一
万
三
七
〇
〇
Ｍ
Ｗ
で
七
位
）。
ち
な
み
に
、
ト
ッ
プ
は
中
国
の
一
八
万
八
三
〇
〇
Ｍ
Ｗ
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
は
、
日
本
は
確
か
に
水
力
で
優
位
が
あ
り
、
全
体
の
順
位
を
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
風
力
や
バ
イ
オ
マ
ス

と
い
っ
た
分
野
で
は
先
進
的
と
は
い
え
な
い
。
新
し
い
発
想
や
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
多
く
必
要
と
す
る
こ
れ

ら
の
分
野
で
日
本
が
先
進
的
と
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
技
術
立
国
日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
後
退
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
不
安
定
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
御
し
、
困
難
な
障
壁
を
乗
り
越
え
て

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
い
う
こ
と
自
体
、
少
な
く
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は

技
術
革
新
を
達
成
し
て
い
る
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
っ
た
視
点
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
を
は
じ

め
と
し
て
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
が
、
一
国
の
イ
メ
ー
ジ
も
向
上
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ

は
、
ほ
か
の
商
品
、
た
と
え
ば
自
動
車
と
い
う
製
品
に
も
波
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
ア
ッ
プ
ル
社
は
、

二
〇
二
〇
年
七
月
に
、
一
〇
〇
％
の
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
達
成
す
る
と
表
明
し
、

部
品
メ
ー
カ
ー
に
も
納
入
部
品
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
一
〇
〇
％
に
よ
り
作
る
よ
う
に
求
め
た
。
欧
米
諸

国
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
が
か
な
り
の
程
度
浸
透
し
て
い
る
が
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る
と
い
う
欧
米
の
文
化
的
理
念
に
つ
い
て
も
、
本
書
は
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
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序
章

─
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
村
の
把
握

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
１
│ 

ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
着
目

　

以
前
か
ら
環
境
先
進
国
と
し
て
名
高
い
ド
イ
ツ
は
、
二
〇
一
一
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
メ
ル
ケ
ル
首
相

の
決
断
で
二
〇
二
二
年
末
ま
で
に
原
子
力
発
電
所
を
停
止
す
る
と
い
う
政
策
へ
と
大
き
く
舵
を
切
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
転
換
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ヴ
ェ
ン
デ

（Energiew
ende

）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
半
減
や
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
脱
化
石
燃
料
ま
で
も
目
的
と
し
て

い
る
。
自
治
体
、
電
力
産
業
を
巻
き
込
ん
だ
政
策
の
大
転
換
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
に
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
農
村
が
参
加
す
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
風
力
発
電
に
つ
い
て
も
、
都
市
部
の
密
集
地
帯
に
大
型
の
風
力
発
電
装

置
を
設
置
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
村
部
へ
の
設
置
が
必
要
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
臭
気
、

風
力
発
電
は
景
観
破
壊
や
騒
音
な
ど
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
住
民
の
理
解
が
必
要
に
な
る
。
加

え
て
、
住
民
主
体
の
導
入
と
も
な
れ
ば
、
初
期
投
資
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ル
が
立
ち
は
だ
か
る
。

　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
安
定
し
た
電
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
比
較
的
安
定
し
た
発
電
が
可
能
な
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
視
し
、
補
助
金
な
ど
の
支
援
を

手
厚
く
し
て
き
た
。

　

ド
イ
ツ
連
邦
食
料
・
農
業
省
（
B
M
E
L
）
が
、
一
九
九
三
年
設
立
の
政
府
機
関
で
あ
る
「
再
生
可
能
資
源
エ
イ
ジ
ェ
ン

シ
ー
」（
F
N
R
： Fachagentur N

achw
achsende Rohstoffe e.V.

）
を
中
心
に
進
め
て
い
る
「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
道
」（W

ege 

zum
 Bioenergiedorf

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
と
し
て
認
め
ら
れ
る
お
も
な
条
件
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
の
過
半
を
地
域
的
な
生
産
に
よ
る
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
た
す
こ
と
、
住
民
が
決
定
過
程
に
参
加
し
ア
イ
デ
ア
を
積
極

的
に
出
す
こ
と
、
施
設
が
電
力
購
入
者
か
農
家
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る＊

＊

。「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
」
と
い
っ

て
も
、
バ
イ
オ
燃
料
に
加
え
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
い
わ
ゆ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
用
い
て
い
る
。「
住
民
が
決
定
過
程

に
参
加
」
と
い
う
こ
と
が
条
件
に
含
ま
れ
て
お
り
、
住
民
参
加
が
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
参
加

を
重
視
す
る
点
は
、
ド
イ
ツ
の
政
策
全
般
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る＊

＊

。
な
お
、
本
書
で
「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
用
語
を

用
い
る
の
は
、「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
用
語
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
入
は
年
々
増
え
て
い
る
が
、
初
期
投
資
な
ど

で
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
農
村
部
の
住
民
に
は
参
入
へ
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

以
前
に
あ
っ
て
は
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
原
発
推
進
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
は
不
透
明
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
難
点
が
あ
り
な
が
ら
も
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
事
業
へ
と
多
く
の
村
が
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
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は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
農
村
部
の
多
く
は
保
守
的
で
あ
り
、
か
つ
て
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
と
同
じ
立
場
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。

　

こ
の
「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
参
加
村
が
多
い
の
は
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
あ
る
。
同

州
は
、
保
守
的
と
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
の
政
権
が
長
く
続
き
、「
保
守
の
牙
城
」
と
さ
れ
て
い
た＊

＊

。
ベ
ル

リ
ン
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
都
市
州
と
異
な
り
、
農
村
地
域
が
比
較
的
多
い
こ
と
か
ら
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州

で
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
が
戦
後
一
貫
し
て
政
権
を
担
当
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
州
で
政
権
交
代
が
二
〇
一
一
年
ま
で
な
か
っ
た
の
は
同
州

だ
け
で
あ
り
、
長
ら
く
続
い
た
Ｃ
Ｄ
Ｕ
政
権
時
代
は
原
発
推
進
の
立
場
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
筆
者
は
、
保
守
的
な
農
村
地
域
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
受
容
さ
れ
た
要
因
を
分
析
す
る
必

要
性
を
感
じ
た
。
革
新
層
が
多
い
国
で
あ
れ
ば
反
原
発
を
実
現
す
る
の
が
容
易
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
保
守
層
が
多
い
国

に
あ
っ
て
は
、
保
守
層
の
中
に
反
原
発
の
考
え
方
が
な
け
れ
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
推
進
す
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
と
い
う
こ
と
で
、
保
守
的
な
環
境
運
動
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が
本
書
の
出
発
点
に
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
反
原
発
の
世
論
が
優
勢
と
な
り
、
原
子
力
発
電
の
段
階
的
廃
止
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
保
守
層
に

反
原
発
を
受
容
す
る
考
え
方
が
存
在
し
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
保
守
層
の
中
に
あ
る
反
原
発
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
支
持
の
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
保
守
層
が
強
い
国
に
あ
っ
て
、
電
力
構
成
を
転
換
し
て
い
く
上
で
必
要
な

作
業
で
あ
る
。
本
書
は
、
保
守
と
環
境
保
護
の
多
様
な
考
え
方
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
の
現
状
に
つ
い
て
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
し
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。

　

保
守
と
環
境
と
い
う
テ
ー
マ
で
参
考
に
な
る
の
が
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
緑
の
党
の
躍
進
で
あ
る
。
同
州
で

は
二
〇
一
一
年
の
選
挙
に
お
い
て
ド
イ
ツ
で
は
じ
め
て
緑
の
党
か
ら
州
首
相
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
保
守
の
牙
城
」

ミュンヘン市

ベルリン都市州ベルリン都市州
ブランデンブルク州ブランデンブルク州

メクレンブルク・
フォアポンメルン州
メクレンブルク・
フォアポンメルン州

シュレスヴィヒ・
ホルシュタイン州
シュレスヴィヒ・
ホルシュタイン州

ニーダーザクセン州ニーダーザクセン州

ブレーメン
都市州
ブレーメン
都市州

ハンブルク都市州ハンブルク都市州

ノルトライン・
ヴェストファーレン州
ノルトライン・
ヴェストファーレン州

ヘッセン州ヘッセン州

ザクセン州ザクセン州

ザクセン・
アンハルト州
ザクセン・
アンハルト州

バイエルン州バイエルン州

テューリンゲン州テューリンゲン州

ラインラント・
ファルツ州

ラインラント・
ファルツ州

ザールラント州ザールラント州

バーデン・
ヴュルテンベルク州

ドレスデン市

ザールブリュッケン市

マインツ市

シュツットガルト市

ヴィース
バーデン市

ボン市

デュッセルドルフ市

ハノーファー市

州都等
人口100万人以上の都市

エアフルト市

マグデ
ブルク市 ポツダム市

シュヴェリン市

キール市

図 1　ドイツ各州
出典：岡崎（1996）より作成。

図1　ドイツ各州
出典：岡崎（1996）より作成
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表１　ドイツの州別人口・人口比・人口密度・失業率・GDP（2020 年）

州 旧
独

人口
（人）

人口比
（%）

人口密度
（人）

失業率
（%）

国内GDP比率
（%）

バーデン ･ヴュルテンベルク 西 11,103,043  13.4 311  4.1  15.0 

バイエルン 西 13,140,183  15.8 186 3.6 18.3 

ベルリン （都市州） 統 3,664,088 4.4 4,112 9.7 4.6 

ブランデンブルク 東 2,531,071  3.0 85 6.2 2.2 

ブレーメン（都市州） 西 680,130 0.8 1,621  11.2 0.9 

ハンブルク（都市州） 西 1,852,478 2.2 2,453  7.6 3.5 

ヘッセン 西 6,293,154 7.6 298 5.4 8.4 

メクレンブルク ･フォアポンメルン 東 1,610,774 1.9 69 7.8 1.4 

ニーダーザクセン 西 8,003,421  9.6 168 5.8 8.9 

ノルトライン ･ヴェストファーレン 西 17,925,570 21.6 525 7.5 20.9 

ラインラント ･ファルツ 西 4,098,391  4.9 206 5.2 4.3 

ザールラント 西 983,991  1.2 383  7.2 1.0 

ザクセン 東 4,056,941  4.9 220 6.1  3.8 

ザクセン ･アンハルト 東 2,180,684 2.6 107 7.7 1.9 

シュレスヴィヒ ･ホルシュタイン 西 2,910,875 3.5 184 5.8 2.9 

テューリンゲン 東 2,120,237 2.5 131  6.0 1.8 

ドイツ全体 83,155,031  100.0 233  5.9 100.0

出典：ドイツ連邦統計局ＨＰ　失業率はバーデン・ヴュルテンベルク州統計局

表２　ドイツの州別産業構造（2020 年）

州 旧
独

産業構造（就業者）%

１次 ２次 ３次

バーデン ･ヴュルテンベルク 西 12.1 18.2 12.8

バイエルン 西 20.4 19.3 16.3

ベルリン （都市州） 統 0.2 2.1 5.5

ブランデンブルク 東 4.7 2.3 2.5

ブレーメン（都市州） 西 0.1 0.7 1.1

ハンブルク（都市州） 西 0.4 1.5 3.4

ヘッセン 西 4.5 6.7 8.2

メクレンブルク ･フォアポンメルン 東 3.8 1.3 1.7

ニーダーザクセン 西 17.0 9.1 9.1

ノルトライン ･ヴェストファーレン 西 13.5 19.7 22.0

ラインラント ･ファルツ 西 6.7 4.8 4.4

ザールラント 西 0.4 1.2 1.2

ザクセン 東 4.5 5.1 4.4

ザクセン ･アンハルト 東 3.3 2.4 2.1

シュレスヴィヒ ･ホルシュタイン 西 5.4 2.6 3.3

テューリンゲン 東 3.0 2.8 2.1

ドイツ全体 100.0 100.0 100.0

出典：バーデン・ヴュルテンベルク州統計局ＨＰ
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伝
統
、
高
級
車
で
あ
る
ベ
ン
ツ
な
ど
を
育
ん
だ
技
術
者
魂
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
占
領
に
よ
る
均
分
相
続
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
な
ど
の
自

治
の
歴
史
、
人
智
学
と
い
っ
た
視
点
で
あ
る
。
詳
細
は
第
１
章
で
触
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
視
点
は
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
緑
の
党
を
分
析
す
る
た
め
に
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
（
な
お
本
書
で
は
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
話
題
が
進
展
し
た
「
価
値
的
保
守
」「
技
術
者
魂
（「Tüftler

の
精
神
」）」
を
中
心
と
し
て
検
討
し
て
い
る
）。

　

保
守
的
な
地
域
に
あ
る
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
も
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
環
境
運
動
で
得
ら
れ
た
視
点
で

分
析
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
本
書
の
問
題
関
心
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
は
、
市
民
参
加
か

ら
の
紹
介
（
た
と
え
ば
田
口
［
二
〇
一
二
］）
や
協
同
組
合
論
と
い
っ
た
組
織
的
側
面
（
た
と
え
ば
小
磯
［
二
〇
一
五
］）
か
ら
お
も
に
分
析

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
参
入
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
が
あ
り
、
技
術
や
利
益
だ
け
で
な
く
、
文

化
の
側
面
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
に
は
、
宗

教
的
な
要
因
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
（
た
だ
し
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
で
は
、
教
会
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
事
情
は
大
き
く
異
な
る
）。

　

ひ
る
が
え
っ
て
日
本
の
農
村
部
に
お
け
る
住
民
主
体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
可
能
性
に
目
を
向
け
た
場
合
、
キ
リ

ス
ト
教
な
ど
の
宗
教
的
要
因
は
必
ず
し
も
想
起
で
き
な
い
が
、
文
化
的
要
因
を
中
心
と
し
て
具
体
的
に
探
る
こ
と
に
よ
り
、
日

本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
へ
の
知
見
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

│
２
│ 

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
の
概
観

　

ド
イ
ツ
最
初
の
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ユ
ー
ン
デ
村
（Jühnde

）
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
に
認

定
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
時
点
で
六
九
あ
っ
た
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
は
年
々
増
加
し
、
二
〇
一
二
年
は

に
お
い
て
三
月
選
挙
で
Ｃ
Ｄ
Ｕ
が
敗
退
し
た
こ
と
は
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
に
脱
原
発
を
決
断
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
（
詳
し
く
は
第

1
章
で
触
れ
る
）。
表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
同
州
の
人
口
は
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
次

い
で
三
番
目
で
、
ド
イ
ツ
全
体
の
一
三
・
四
％
を
占
め
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
同
じ
く
三
番
目
で
一
五
・
〇
％
の
規
模
を
占
め
、
失
業
率

は
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
三
・
六
％
に
次
い
で
低
く
、
四
・
一
％
で
あ
る
［
表
１
・
２
参
照
］。
世
界
的
に
有
名
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ベ
ン

ツ
や
ポ
ル
シ
ェ
の
本
社
も
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に
あ
り
、
ド
イ
ツ
第
三
の
州
と
も
い
え
る
同
州
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
も
有
意
義
で
あ
る
。

「
保
守
の
牙
城
」
で
あ
る
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
政
権
交
代
に
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
州
都

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
生
起
し
た
「
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
（
Ｓ
21
）
反
対
運
動
」
で
あ
る
。「
Ｓ
21
反
対
運
動
」
と
は
、
シ
ュ

ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
中
央
駅
の
地
下
に
高
速
鉄
道
ホ
ー
ム
を
作
る
た
め
、
由
緒
あ
る
駅
舎
の
一
部
や
周
辺
の
公
園
を
破
壊
し
た
り
、

地
下
水
汲
み
上
げ
の
た
め
の
パ
イ
プ
を
駅
舎
に
付
け
加
え
る
と
い
う
と
い
う
「
Ｓ
21
計
画
」
に
反
対
す
る
運
動
で
あ
る
。
当
初
、

環
境
政
党
で
あ
る
緑
の
党
が
反
対
運
動
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
長
ら
く
Ｃ
Ｄ
Ｕ
を
支
持
し
て
き
た
保
守
的
な
市
民

も
緑
の
党
支
持
へ
と
変
わ
っ
た
。
市
議
会
議
員
選
挙
、
州
議
会
議
員
選
挙
で
緑
の
党
は
大
幅
な
躍
進
を
遂
げ
、
二
〇
一
一
年
三

月
の
州
議
会
議
員
選
挙
で
勝
利
を
収
め
た
。
そ
れ
ま
で
万
年
野
党
で
あ
っ
た
緑
の
党
の
州
議
会
筆
頭
議
員
で
あ
っ
た
ク
レ
ッ
チ

マ
ン
氏
が
、
五
月
に
は
州
首
相
に
選
出
さ
れ
た
。
同
氏
は
、
ド
イ
ツ
で
は
じ
め
て
緑
の
党
か
ら
選
出
さ
れ
た
州
首
相
と
な
っ
た
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
長
年
に
わ
た
り
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
緑
の
党
の
取
材
を
続
け
て
き
た
が
、
そ
の
最
中
に

Ｓ
21
反
対
運
動
が
生
起
し
た
。
Ｓ
21
計
画
に
、
既
存
の
政
党
と
し
て
は
唯
一
反
対
し
た
同
州
緑
の
党
が
、
保
守
層
の
支
持
を
受

け
政
権
獲
得
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
筆
者
が
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
同
州
緑
の
党
研
究
が
、
Ｓ
21
反
対
運
動
を
分
析

す
る
際
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
価
値
的
保
守
」（W

ertkonservative
）、
ロ
マ
ン
主
義
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
思
想
家
の
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後
の
二
〇
三
〇
年
に
、
四
五
％
の
水
準
ま
で
も
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
と
、
二
〇
二
一
年
五
月
に
お
け
る
日
本
政
府
の
目
標
値

は
三
六
～
三
八
％
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
に
改
訂
（
三
年
一
度
改
訂
）
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
「
主
力
電
源
と
し
て
最
大
限
の
導
入
に
取
り
組
む
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
以
前
の
目
標
が
二
二
～
二
四
％

で
あ
っ
た
の
で
、
大
幅
な
進
歩
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
二
〇
二
〇
年
時
点
で
の
ド
イ
ツ
の
比
率
に
届
か
な
い
目
標
で
あ
る
。

　

世
界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
み
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
の
値
で
、
カ
ナ
ダ
六
九
％
、
ド
イ
ツ
四
五
％
、
イ
タ
リ
ア

四
三
％
、
イ
ギ
リ
ス
四
二
％
、
中
国
二
七
％
、
フ
ラ
ン
ス
二
三
％
、
日
本
二
二
％
、
ア
メ
リ
カ
二
〇
％
で
あ
る＊

５

。
ア
メ
リ
カ
は

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
が
産
出
さ
れ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
参
入
意
欲
が
乏
し
い
と
考
え
る
と
、
日
本
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
比
率
は
低
い＊

６

。
不
安
定
な
電
源
と
い
わ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
で
に
四
五
％
も
導
入
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の

実
績
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
の
電
気
料
金
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
る
に
つ
れ
高
く
な
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
一

世
帯
三
人
家
族
で
年
三
五
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
を
使
う
平
均
的
な
ケ
ー
ス
の
価
格
帯
で
は
、
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
賦
課
金
は
最
高
で
二
〇
一
七
年
の
六
・
八
八
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
（
以
下
、
セ
ン
ト
と
略
）
で
あ
り
、
電
力
料
金
の
二
九
・
二
八
セ

ン
ト
に
占
め
る
割
合
は
二
三
・
五
％
で
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
約
九
円
と
約
三
八
円
、
一
ユ
ー
ロ
は
一
三
〇
円
で
計
算
、
以
下
特
に
明
記
が
な
い
限
り

同
じ
。
な
お
、
一
ｋ
W
ｈ
で
使
え
る
電
気
料
金
の
目
安
は
巻
末
表
３
を
参
照＊７）。
最
近
五
年
間
で
は
、
六
・
五
セ
ン
ト
前
後
で
推
移
し
て
お
り

（
六
・
四
一
セ
ン
ト
～
六
・
八
八
セ
ン
ト
）、
電
力
料
金
に
占
め
る
割
合
も
二
〇
二
一
年
の
二
〇
・
四
％
～
二
〇
一
七
年
の
二
三
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。
電
力
料
金
の
合
計
で
み
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
六
年
ま
で
は
月
額
二
八
セ
ン
ト
台
、
二
〇
一
七
年
と

二
〇
一
八
年
が
二
九
セ
ン
ト
台
、
二
〇
一
九
年
に
三
〇
セ
ン
ト
代
と
な
り
、
二
〇
二
〇
年
が
三
一
・
八
一
セ
ン
ト
（
四
一
円
）
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
二
〇
二
〇
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
割
増
料
金
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
や
コ
・
ジ
ェ

八
九
、二
〇
一
七
年
は
一
四
〇
、二
〇
二
一
年
は

一
七
〇
と
な
っ
て
い
る＊

＊

。
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

村
だ
け
を
み
て
も
一
〇
年
で
二
・
五
倍
に
増
え

て
い
る
。
特
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
入

札
制
度
が
二
〇
一
七
年
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
も
、

二
〇
二
一
年
ま
で
に
三
〇
村
が
増
え
て
い
る
。
筆

者
は
、
入
札
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、「
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
失
速
す

る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
予
想
に
反

し
、
参
入
す
る
村
が
現
在
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
で
み
る
と
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
一
〇
年
間

で
、
日
本
は
九
・
四
％
か
ら
二
〇
・
八
％
の
二
・

二
倍
、
ド
イ
ツ
は
一
七
％
か
ら
四
五
％
の
二
・

六
倍
に
そ
れ
ぞ
れ
比
率
を
増
や
し
て
い
る
［
表
３
］。

二
〇
二
〇
年
の
日
本
が
、
ド
イ
ツ
の
二
〇
一
〇
年

の
値
に
近
く
、
日
本
は
ド
イ
ツ
よ
り
約
一
〇
年
遅

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
日
本
が
一
〇
年

表３　再生可能エネルギー発電量の日独比較（％）

日本 ドイツ

2010 年 2020 年 2010 年 2020 年

火力 65.4 74.9 56 40

原子力 25.1 4.3 23 11

再生可能エネルギー 9.4 20.8 17 45
　　家庭ゴミ - - 1 1

　　バイオマス 1.3 3.2 5 8

　　太陽光 0.3 8.5 2 9

　　風力（洋上） 0.0 0.0 0 5

　　風力（陸上） 0.3 0.9 6 19

　　水力 7.3 7.9 3 3
　　地熱 0.2 0.3 0 0

その他 - - 4 4

注：ドイツの「家庭ゴミ」「その他」の項目は、日本には該当欄なし。
桁数が異なるが、ドイツにあわせると日本は 0が増えるため、そろえていない。
出典：�日本の 2010 年は資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」
日本の 2020 年（暦年速報）は環境エネルギー政策研究所ＨＰ
ドイツの 2010 年と 2020 年はドイツ連邦エネルギー・水道事業連合会（BDEW）
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の
、
本
体
料
金
と
も
い
え
る
電
力
・
送
配
電

料
金
の
割
合
が
非
常
に
高
い
［
図
２
］。
こ
の

中
身
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る

が
、
消
費
税
（
日
本
一
〇
％
、
ド
イ
ツ
一
九
％
）

を
除
い
た
金
額
は
、
日
本
が
二
四
・
三
五
円

（
基
本
料
金
を
含
ま
ず
）、
ド
イ
ツ
が
二
六
・
七
三

ユ
ー
ロ
（
電
力
税
を
含
む
）
で
あ
り
、
条
件
次

第
で
は
、
両
国
の
差
は
か
な
り
縮
ま
る
。
こ

の
価
格
帯
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率

を
高
め
て
い
る
ド
イ
ツ
の
電
力
政
策
は
評

価
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
日
本
と
同
様
、

年
間
停
電
時
間
が
平
均
で
約
二
〇
分
と
、
安

定
的
に
供
給＊

＊

」
さ
れ
て
い
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
か
ら
と
い
っ
て
不
安
定
で
は
な

い
。

　

日
本
政
府
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

比
率
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
力
料
金

は
さ
ら
に
高
く
な
る
と
し
て
い
る
。
経
済

ネ
促
進
割
増
な
ど
）
は
九
・
四
二
セ
ン
ト
（
二
九
・
六
％
）
で
あ
り
、
税
金
（
消
費
税
一
九
％
の
五
・
〇
八
セ
ン
ト
と
電
力
税
二
・
〇
五
セ
ン
ト
）
七
・

一
三
セ
ン
ト
（
二
二
・
四
％
）
を
除
い
た
一
五
・
二
六
セ
ン
ト
が
電
力
・
送
配
電
料
金
・
土
地
利
用
料
（
四
八
・
〇
％
）
で
あ
る＊

＊

。
寺

西
俊
一
ら
は
、「
上
昇
額
の
七
割
は
実
質
的
な
電
気
料
金
の
値
上
が
り
と
税
金
で
占
め
ら
れ
て
い
る
」（
寺
西
ら
［
二
〇
一
三
：

九
三
］）
と
し
て
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
の
上
昇
の
寄
与
は
三
〇
％
に
留
ま
っ
て
い
る
」（
同
）
と
ド
イ
ツ
の
電
力
料

金
の
値
上
が
り
に
つ
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
比
率
が
低
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
か
わ
る
負
担
金
に
あ
っ
て
は
、
一
見
、
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
消
費
税
な
ど
全
体
の
税
体

系
も
含
め
、
電
力
料
金
を
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
消
費
税
は
一
九
％
（
軽
減
税
率
は
七
％
）
で
あ
る
が
、

高
速
道
路
が
無
料
で
あ
っ
た
り
、
国
公
立
大
学
の
授
業
料
が
原
則
無
料
と
い
う
実
感
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
（
ド
イ
ツ
の
大
学

の
ほ
と
ん
ど
は
国
公
立
大
学
で
あ
る
）。
な
お
、
コ
ロ
ナ
渦
に
よ
る
消
費
低
迷
を
受
け
て
、
半
年
間
に
限
り
、
消
費
税
を
一
六
％
に
減

税
し
て
い
る
（
軽
減
税
率
は
五
％
）。

　

ド
イ
ツ
と
の
比
較
で
、
日
本
の
年
間
平
均
消
費
量
を
三
五
六
四
ｋ
Ｗ
ｈ
と
し
て
、
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
の
電
力
料
金
（
東
京
電

力
）
を
筆
者
が
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
合
計
は
二
六
・
八
円
、
そ
の
う
ち
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
割
増
料
金
は
二
・
七
一
円

（
一
〇
・
一
％
）、
消
費
税
は
二
・
四
四
円
（
九
・
一
％
）、
電
力
・
送
配
電
料
金
は
二
一
・
六
五
円
（
八
〇
・
八
％
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ

の
金
額
に
は
、
基
本
料
金
八
五
八
円
（
三
〇
Ａ
契
約
・
税
込
み
）
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
も
し
こ
の
基
本
料
金
を
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り

で
換
算
す
る
と
、
月
あ
た
り
消
費
電
力
二
九
七
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
の
で
二
・
八
八
円
と
な
り
、
合
計
二
九
・
六
八
円
と
高
く
な
る
。

筆
者
の
試
算
は
、
日
独
両
国
の
電
力
料
金
を
そ
の
ま
ま
で
計
算
し
て
い
る
の
で
、
一
ユ
ー
ロ
一
三
〇
円
換
算
す
れ
ば
、
異
な
っ

た
値
が
出
て
く
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
条
件
は
あ
る
も
の
の
、
筆
者
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
割
増
料
金
は
安
い
も
の

図2　日本とドイツの１ｋＷｈあたりの電力料金の構成比（2020）
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は
、
初
め
て
と
み
ら
れ
る
」（
朝
日
新
聞
二
〇
二
一
年
七
月
一
二
日
）
と
い
っ
た
こ
と
が
技
術
革
新
に
よ
っ
て
実
際
に
進
展
し
て
い
る
。

加
え
て
、
二
〇
〇
四
年
の
時
点
で
は
原
発
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
五
・
九
円
と
い
う
試
算
で
あ
り
、
そ
れ
が
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ

て
倍
増
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
か
で
も
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

量
で
み
れ
ば
、
水
力
を
除
い
た
場
合
、
ド
イ
ツ
は
日
本
の
三
倍
と
な
り
、
太
陽
光
や
風
力
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
［
表
４
・
５
］。
太
陽
光
は
、
コ
ス
ト
や
設
置
面
積
な
ど
か
ら
考
え
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
数
十
倍
の
効
率
が
あ
る
。
し
か
し
太
陽

光
や
風
力
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
安
定
し
た
電
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
、
そ
の
点
、
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
太
陽
光
と
風
力
の
ど
ち
ら
も
が
期
待
で
き
な
い
場
合
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
一
部
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
日
本

経
済
新
聞
の
編
集
委
員
で
あ
る
後
藤
康
浩
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

世
界
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
潮
流
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
や
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
捨
て
、
太
陽
光
発
電
に
向
か
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
…
…
第
一
に
、
太
陽
光
で
も
風
力
で
も
…
…
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
発
電
の
出
力
調
整
の
で
き
な

い
電
源
な
の
だ
。
…
…
こ
れ
に
対
し
、
バ
イ
オ
燃
料
は
液
体
燃
料
の
利
点
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
し
か

も
容
積
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
た
め
、
自
動
車
や
航
空
機
の
燃
料
に
な
る
。
…
…
も
う
ひ
と
つ
バ
イ
オ

燃
料
の
重
要
な
利
点
は
、
雇
用
や
周
辺
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
だ＊1

＊

。

　

ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
量
を
日
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
総
量
で
日
本
の
二
倍
、
全
発
電
量
に
占
め
る
割
合
と
国
民
一

人
あ
た
り
の
換
算
で
、
三
倍
の
発
電
量
で
あ
る
。
再
生
可
能
資
源
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
で
は
、
二
〇
五
〇
年
の
ド
イ
ツ
の
電
力
構

産
業
省
の
試
算
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
二
二
～
二
四
％
に
す
る
と
い
う
二
〇
三
〇
年
度
の
目
標
（
二
〇
二
一
年
四

月
時
点
）
を
達
し
た
場
合
、
電
力
会
社
に
よ
る
買
い
取
り
費
用
が
、
二
〇
一
九
年
度
よ
り
一
兆
円
前
後
膨
ら
む
と
い
う
。
し
か

し
、
福
島
原
発
の
事
故
処
理
費
用
が
二
〇
兆
円
（
二
〇
一
三
年
時
点
で
は
一
一
兆
円
）
に
し
か
設
定
さ
れ
て
い
な
い
点
が
問
題
で
あ
る
。

実
際
に
は
福
島
原
発
事
故
の
廃
炉
費
用
が
数
十
兆
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
さ
ず
に
原
発
に
依
存

し
つ
づ
け
る
場
合
の
電
力
料
金
は
未
知
数
で
あ
る
。「
福
島
第
一
原
発
の
事
故
費
用
が
一
兆
円
増
加
し
た
場
合
に
は
一
ｋ
Ｗ
ｈ

あ
た
り
〇
・
〇
一
円
～
〇
・
〇
三
円
、
仮
に
一
〇
兆
円
増
加
し
た
場
合
に
は
〇
・
一
～
〇
・
三
円
の
増
加＊1

＊

」
と
い
う
試
算
で
あ
る
が
、

事
故
処
理
費
用
が
一
〇
〇
兆
か
か
れ
ば
最
大
三
円
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
も
し
新
規
制
基
準
に
対
応
す
る

追
加
の
安
全
対
策
費
が
二
倍
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
の
単
価
が
〇
・
六
円
増
加
し
、
廃
止
措
置
費
用
が
二
倍

に
な
っ
た
場
合
は
〇
・
一
円
増
加
す
る＊1

＊

」
と
試
算
し
て
い
る
が
、
二
倍
で
は
な
く
五
倍
で
あ
れ
ば
数
円
の
上
昇
は
あ
っ
と
い
う

間
で
あ
る
。
し
か
も
原
発
コ
ス
ト
の
試
算
の
中
に
は
、「
一
二
〇
万
ｋ
Ｗ
の
原
発
一
基
が
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
」
で
算
出
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
並
ん
で
い
る
複
数
の
原
発
が
同
時
破
損
し
た
場
合
は
、
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
一
〇
円
高
く
な
る
事
態
も

皆
無
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
故
郷
を
追
わ
れ
る
こ
と
の
損
失
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

実
際
、
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
の
単
価
に
つ
い
て
、「
福
島
原
発
事
故
後
の
一
一
年
に
は
、
事
故
の
賠
償
や
除
染
費
用
な
ど
も
コ

ス
ト
に
算
入
し
て
、
上
限
を
示
さ
な
い
」（
毎
日
新
聞
二
〇
二
一
年
七
月
一
二
日
）
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
原
発
が
安
い
電
源
と
は
い

え
な
く
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
七
月
一
二
日
に
経
済
産
業
省
も
二
〇
三
〇
年
の
発
電
コ
ス
ト
を
公
表
し
た
が
、「
原
発
の

発
電
コ
ス
ト
上
昇
、
太
陽
光
な
ど
よ
り
高
く　

コ
ス
ト
優
位
性
揺
ら
ぐ
」（
毎
日
新
聞
二
〇
二
一
年
七
月
一
二
日
）
と
報
道
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
事
業
用
太
陽
光
は
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
八
円
台
前
半
～
一
一
円
台
後
半
と
な
り
、
原
発
の
「
一
一
円
台
後
半
以
上
」

よ
り
安
く
な
る
と
い
う
試
算
が
示
さ
れ
た
。「
太
陽
光
の
コ
ス
ト
が
原
発
を
将
来
下
回
る
こ
と
を
経
産
省
が
試
算
で
認
め
る
の
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の
際
に
発
生
す
る
熱
を
利
用
し
た
コ
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
家
畜
排
せ
つ
物
を
利

用
し
た
発
電
、
ガ
ス
化
発
電
装
置
度
を
導
入
し
た
場
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ー
ナ

ス
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
基
本
レ
ー
ト
で
一
ｋ
Ｗ
ｈ
一
〇
ユ
ー
ロ
程
度
（
五
〇
〇

ｋ
Ｗ
の
場
合
二
〇
〇
四
年
で
九
・
九
ユ
ー
ロ
）
の
と
こ
ろ
、
ボ
ー
ナ
ス
だ
け
で
一
〇
ユ
ー
ロ

程
度
を
獲
得
し
、
倍
の
収
入
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
（
ボ
ー
ナ
ス
が
廃
止
さ
れ
た

二
〇
一
四
年
は
基
本
レ
ー
ト
一
一
・
七
八
ユ
ー
ロ＊1＊
）。
二
〇
一
七
年
（
二
〇
年
の
固
定
買
い
取
り
価

格
）
で
み
る
と
、
太
陽
光
（
屋
根
）
が
一
二
・
七
〇
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
（
一
〇
ｋ
Ｗ
以
下
）、
陸

上
風
力
が
八
・
三
八
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
（
五
年
以
内
）、
水
力
が
一
二
・
四
〇
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト

（
五
〇
〇
ｋ
Ｗ
以
下
）、
地
熱
が
二
五
・
二
〇
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
一
五
〇
ｋ
Ｗ
以

下
）
は
一
三
・
三
二
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
で
あ
り
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
太
陽
光
の
順
に

買
い
取
り
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る＊1

＊

。
加
え
て
、
州
政
府
等
か
ら
の
補
助
金
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
あ
り
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
村
で
あ
る
ホ
イ
バ
ッ
ハ
・
ブ
ッ
フ
（
協
同
組
合
方
式
）
の
例
で
は
、
初
期
投
資
額
の

一
億
四
〇
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
六
〇
〇
〇
万
円
超
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
（
詳
細
は

第
一
章
で
触
れ
る
）。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
と
農
村
が
参
入
す
る
こ
と
に
決
断
し
た
一
因
と
し
て
、

農
作
物
や
乳
製
品
の
価
格
が
下
が
り
、
農
業
や
畜
産
業
で
生
計
を
保
持
す
る
の
が
困
難

に
な
る
と
い
う
農
村
の
疲
弊
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
バ
イ
オ
エ

成
比
に
つ
い
て
、
最
大
二
六
％
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
予
測
し
て
い
る
。
二
六
％
の

内
訳
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
が
一
四
％
、
木
材
が
一
〇
％
、
廃
棄
物
が
二
％
で
あ
る

（FN
R, 2019:9

）。
地
域
に
あ
る
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
性
は
高
く
、
今
後
も
発
展

が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
時
点
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
比
率
は
、
ド
イ
ツ
で
八
％
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
三
〇
年
で
三
倍
に
で
き
る
と
い
う
予
測
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
ド
イ
ツ
に
し
て
も
、

二
〇
一
〇
年
で
五
％
で
あ
っ
た
の
で
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
伸
び
率
は
一
・
六
倍
で
あ
り
、

風
力
に
比
べ
る
と
低
い
。
風
力
は
同
時
期
に
四
倍
（
陸
上
で
三
倍
、
洋
上
で
は
全
体
に
占
め
る

割
合
が
〇
％
か
ら
五
％
）
と
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
景
観
な
ど
の
理
由

か
ら
、
陸
上
で
の
風
力
発
電
は
、
設
置
可
能
な
場
所
に
は
設
置
済
み
と
の
こ
と
で
あ
り
、

今
後
は
洋
上
風
力
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
洋

上
風
力
は
技
術
的
な
問
題
点
も
多
い
と
の
指
摘
も
あ
り
（
川
口
［
二
〇
一
八
］）、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
最
大
二
六
％
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
値
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
は
、
補
助
金
に
つ
い
て
も
示
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
二
〇
〇
〇
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
（
Ｅ

Ｅ
Ｇ
）
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
二
〇
年
を
期
限
と
し
た
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

が
導
入
さ
れ
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
四
年
の
Ｅ
Ｅ
Ｇ
か
ら
ボ
ー

ナ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
お
よ
び
二
〇
〇
九
年
の
Ｅ
Ｅ
Ｇ
で
は
、
発
電

表５　バイオマス発電量の日独比較（2018 年）  

バイオマス発電量

総量 １人あたり

日本 231 億 kWh
（2.2%） 184kWh/ 人

ドイツ 454 億 kWh
（7.0%） 547kWh/ 人

注：（ ）内は全発電量に占める割合
出典：ドイツ連邦エネルギー・水道事業連合会（BDEW）および『自然エネルギー
白書 2018/2019 サマリー版』（環境エネルギー政策研究所）を参考に作成

表４　再生可能エネルギー発電量の日独比較（2018 年）

再生可能エネルギー発電量

水力含む 水力除く

日本 1787 億 kWh
（17%）

946 億 kWh
（9%）

ドイツ 2272 億 kWh
（35%）

2077 億 kWh
（32%）

注：（ ）内は全発電量に占める割合
出典：ドイツ連邦エネルギー・水道事業連合会（BDEW）および『自然エネルギー
白書 2018/2019 サマリー版』（環境エネルギー政策研究所）を参考に作成
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観
点
か
ら
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
の
先
駆
け
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ユ
ー
ン
デ
村
（Jühnde

）
が
二
〇
〇
五
年
、
次
い
で
バ
ー

デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
行
政
管
区
の
イ
メ
デ
ィ
ン
ゲ
ン
村
（Im

m
endingen

）
マ
ウ
エ
ン
ハ
イ
ム
地
区

（M
auenheim

）
が
二
〇
〇
六
年
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
現
在
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
の
数
は
一
七
〇
あ
る
が
、
設
備

の
導
入
時
期
の
平
均
は
二
〇
〇
八
年
で
あ
る＊1

＊

。
こ
こ
で
い
う
二
〇
〇
八
年
は
、「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｈ
Ｐ
に
記
載
の
設
備
の
導
入
時
期
で
計
算
し
た
た
め
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
年
よ
り
早
い
導
入
も
あ
り
得
る
。
た
と
え
ば

ペ
ッ
ケ
レ
ス
ハ
イ
ム
（Peckelsheim

：
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
）
が
一
九
九
四
年
、
ア
シ
ャ
（Ascha

：
バ
イ
エ
ル
ン
州
）

と
エ
ア
ラ
ッ
ヒ
ャ
ー
・
ホ
ッ
ヘ
（Erlacher H

öhe

：
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
）
が
一
九
九
五
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
で
は
、

「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
よ
り
も
前
に
設
備
を
導
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
認
定
さ
れ
て
い
る
村
は
、
州
別
で
み
る
と
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン

ベ
ル
ク
州
の
五
四
村
が
最
多
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
全
体
の
三
一
・
八
％
を
占
め
る
［
表
６
］。
第
二
位
は
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
四
六
村
で

あ
り
、
両
州
あ
わ
せ
て
五
八
・
九
％
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
南
部
に
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
が
集
中
し
て
い
る
と
い
え
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二
〇
一
七
年
入
札
導
入
以
降
に
増
え
た
三
〇
村
の
う
ち
、
約
半
数
（
一
四
村
）
が
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
あ
り
、
同
州
の
「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
道
」
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
状
況
が
う
か
が
え
る
。
比

率
も
二
〇
一
七
年
の
二
八
・
六
％
か
ら
三
一
・
八
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
第
三
位
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
一
七

村
（
一
〇
・
〇
％
）、
第
四
位
は
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
一
六
村
（
九
・
四
％
）
で
あ
り
、
あ
と
の
州
は
数
が
一
桁
に
な
る
。
旧
東
ド
イ
ツ
の

州
に
は
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
が
全
部
で
一
八
村
（
二
〇
二
一
年
）
で
あ
り
、
全
体
の
一
割
ほ
ど
と
な
る
。

　

旧
東
ド
イ
ツ
地
域
で
参
加
が
少
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
ヘ
ミ
ン
ゲ
ン
市
の
ラ
イ
マ
ー
自

ネ
ル
ギ
ー
の
原
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
農
作
物
と
し
て
売
る
よ
り
も
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
燃
料
と
し
て

売
る
こ
と
で
利
益
が
生
じ
る＊1

＊

。
ま
た
、
乳
製
品
も
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
牛
の
排
せ
つ
物
を
利
用
し
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
活
用
す
る
こ
と
で
売
電
収
入
が
入
る
こ
と
は
、
本
業
の
畜
産
に
と
っ
て
も
利
益
が
出
る＊1

＊

。
生
産
者
平
均
生
乳
価
格

は
、
二
〇
一
八
年
の
デ
ー
タ
で
比
較
す
る
と
、
日
本
は
一
キ
ロ
あ
た
り
一
〇
三
・
一
円
な
の
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ
（
二
八
カ
国
）
は

同
四
四
・
三
円
（
一
ユ
ー
ロ
一
三
〇
円
換
算
）
と
な
っ
て
い
る＊1

＊

。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
民
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
再
生
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
日
本
で
も
増
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
協
同
組
合
の
活
用
と
い
っ
た
事
業
方
式
や
「
価
値
創
造
」（W

ertschöpfung

）
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
の

事
情
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
筆
者
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
ド
イ
ツ
に
学
ぶ　

地
域
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
』（
寺
西
ら
［
二
〇
一
三
］）
は
、「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
言
及
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

最
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
理
解
す
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
本
書
は
、
保
守

的
な
地
域
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
の
成
功
要
因
に
つ
い
て
、
の
べ
二
五
〇
名
を
超
え
る
ド
イ
ツ
に
お
け

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
て
「
価
値
的
保
守
」「
創
造
物
の
保
持
」
と
い
っ
た
文
化
的
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
見
を
日
本
に
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
6
節

で
触
れ
る
）。

│
３
│ 

「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

次
に
、「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
へ
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
、
導
入
時
期
、
地
域
分
布
、
村
の
人
口
規
模
と
い
っ
た


